
2023 年度石油連盟 油流出ワークショップの概要 

 

名 称：油流出ワークショップ 

「内戦下における油流出防止活動および直近の事故対応と広報活動」 

 

日 程：2024 年 2 月 15 日（木）13：30～17:00 

オンライン開催 

 

開催の目的： 

石油連盟は、毎年新しく興味深いトピックをワークショップに取り入れ、こ

れまでエクソン・バルディーズ号事故（1987）、湾岸戦争による油流出（1991）、

ナホトカ号事故（1997）、メキシコ湾原油流出事故（ディープウォーターホライ

ズン、2010）等の大規模油流出事故をはじめ、最近では、低硫黄燃料の流出事

例としてモーリシャス沖の流出事故等から学んだ教訓に基づく対応と準備の戦

略について、解説してきました。今回は、「内戦下における油流出防止活動およ

び直近の事故対応と広報活動」をテーマに、第 11 回油流出ワークショップを開

催します。 

イエメン沖では、1976 年建造、110 万バレルの原油を積載した FSO “Safer”（浮

体式貯蔵積出設備「セイファー」）が、大きな国際問題となっていました。2015

年に始まった内戦により、油の積出作業は中断、以来船は整備もされないまま

でしたが、2023 年、国連主導で環境破壊を防ぐために船を入れ替えるチームが

派遣され、抜き取り作業が完了しています。 

また、事故対応の成功には、広報活動が非常に大きな要素になってきていま

す。事故において最も効果的に広報活動を管理することの重要性について、こ

の分野ではトップ企業に所属する講師から、実例に基づいたお話を伺う予定で

す。 

さらに、ITOPFには最近の事故のケーススタディについて、講演していただき、

Oil Spill Response Limited からは基調講演として、将来の準備体制について

講演していただきます。  

講演終了後には、参加者と講演者が自由に討議するためのセッションを設け、

質疑応答の他、講演で提起された問題の理解を確認し、掘り下げます。 

  

言 語：日本語、英語 同時通訳 

主 催：石油連盟  

事務局：石油連盟 安全管理部 油濁対策室 

 〒100-0004 東京都千代田区大手町１－３－２ 経団連会館 

 ＴＥＬ：03-5218-2306 

 ＦＡＸ：03-5218-2320 



【プログラム】 

13:30 開会 

13:35 開会挨拶 忍田 泰彦 

ENEOS 株式会社 常務執行役員 

石油連盟 大規模油流出対応体制整備研究会 委員長 

 

13:40 来賓挨拶 宮野 建治 氏 

経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 

           燃料供給基盤整備課 課長補佐 

 

13:45 （基調講演） Dr. Vania De Stefani  

CEO, Oil Spill Response Limited（OSRL） 

 

 

14:10   Mr. Nick Quinn 

元オーストラリア海洋油流出センター (AMOSC) 所長 

Oil Spill & Crisis Consultant 

 

14:50 – 15:00   休憩 

 

15:00   Mr. Dustin Eno 

CEO of Navigate Response 

 

15:45   Mr. Richard Johnson 

国際タンカー船主汚染防止連盟（ITOPF） 

 

16:30 総合質疑 

 

17:00 閉会挨拶 奥田 真弥 石油連盟 専務理事 

 

※上記プログラムは変更の可能性もございます。 

以 上 


